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はじめに
この研究1）は，《d6nuement》というテーマを通して，カミユの初期のエッセーを読解しようと
いう試みであるが，最終的には『シジフの神話』における《幸福》と，このテーマとを結び付け
ることによって，『シジフの神話』が持つ性格自体を明らかにすることを目的とする。
第一章
まず《d6nuement》というテーマが，どのようなテーマであるのかが問題となろう。《d6nuement》
とは，無一物の状態を表す言葉であり《nudit6》などの『裸の状態』を表す単語と同じ語源を持つ
言葉である。したがって《d6nuement》という言葉は，それ自体，非常に肉体的なコノテーショ
ンを持ったものである。だが，この言葉は同時に，精神的な状態を表す表現にも使われており，
L魏疹においても《Terme　de　la　vie　spirituelle．　Le　d6nOment　des　biens　sensibles，　disposition
contraire　au　goOt　et　a　l’attachement血aturel　qu’on　a　pour　les　objets　des　sens》という用例が
掲載されている。事実，カミュの作品中においては，このテーマは，肉体的・精神的な形で，あ
るいは，意識的・無意識的な形でというように，非常に多様なレヴェルであちわれている。しか
しながらカミュにおいては，この語は，ほとんどいつも同じ意味で，すなわち幻想の剥奪，ある
いは拒否という意味に収束する。ただし，カミュの場合における《幻想》とは常識的な意味では
ないことは，充分に考慮されねばならないであろう。彼にとっては《幻想》とは，常識的には我々
の現実そのものとされる，日常的生を意味することが多いのである。次のLE御薦6’1Eπ4π漉
の一節は，彼にとっての《幻想》の有様を如実に示している。
Le　monde　s’6tait　dissous　et　avec　lui　l’illusion　que　la　vie　recommence　tous　les　jours．　Rien
n’existait　plus，6tudes　ou　ambitibns，　pr6f6rences　au　restaurant　ou　couleurs　favorites．
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Rien　que　Ia　maladie　et　la　mort　o臼il　se　sentait　plong6．．．2）
では，このような《幻想》を持たない人間の生とはどのようなものであろうか。カミュは直接
的に答えているわけではないが，非常に特徴的な仕方で，この問いへの関心を表している。それ
は，《老い》に対する並々ならぬ関心という形で表れているといえよう。なぜなら，《老い》とは，
カミュにとって，来たるべき死によって，否応なく自らの生の持つ日常性，明日もまた同じよう
な毎日が繰り返されるはずであるといった，我々の無意識的な前提自体を，根本的に問題とする
ものであるからである。実際，彼の初期作品には，様々な形で，老人たちが登場する。特に，彼
の実質的な処女作である1Eη％鴬θ’1Eη4zoπが，三人の老人たちをそれぞれ中心とした三つの
エピソードによる《L’lronie》で始まっていることは象徴的である。これらのエピソードのうち，
《d6nuement》のテーマという観点からみて，最も興味深いとおもわれるのは，二番目の，若者
たちからもはや話を聞いてもらえなくなった老人の話である。次の一節は，カミュの『裸の状態』
への執着を見事に表しているということができよう。
Maintenant，　Ies　rues　6taient　plus　noires　et　moins　peupl6es．　Des　voix　passaient　encore．
Dans　l’6trange　apaisement　du　soir，　elles　devenaient　plus　solennelles．　Derri6re　les　collines
qui　encerclaient　la　ville，　il　y　avait　encore　des　lueurs　de　jour．　Une　fum6e，　imposante，　on
ne　sais　d’00　venue，　apParut　derri6re　les　crδtes　boi§es．　Lente，　elle　s’61eva　et　s’6tagea
comme　un　sapin．　Le　vieux　ferma　les　yeux．　Devant　la　vie　qui　emportait　les　grondements
de　la　ville　et　le　sourire　niais　indiff6rent　du　cie1，　ilるtait　seul，　d色sempar6，勉，祝oγ≠4⑫．3）
たとえフィクションであるとしても，このような死の場面で裸であるということは，かなり奇
妙な状況ではないだろうか？　しかしカミュにとっては，この老人が自らの死に際して裸である
ことは，むしろ当然に近いことだったのである。なぜなら，この老人はすでに彼にとってのあら
ゆる確実性を奪われているからである。
11fut　bientδt　seu1，　malgr6　ses　efforts　et　ses　mensonges　pour　rendre　son　r6cit　plus
attrayant．　Sans　6gards　les　jeunes　6taient　partis．　De　nouveau　seuL　N’δtre　plus　6cout6：
c’est　cela　qui　est　terrible　lorsqu’on　est　vieux．　On　le　condamnait　au　silence　et　a　la　solitude．
On　lui　signifiait　qu’il　allait　bient6t　mourir．4｝
この老人は，人間たちから追放されているという意味において，《裸》なのである。ここに，肉体
的な表現によって表された実存的状況が，提示されていることが認められよう。なぜならこの老
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人は，まさに死に直面した人間の状態を表象しているといえるからである。そのうえ，カミュは，
この老人の死に，一種の儀式的な雰囲気を与えずにはいられない。《1’6trange　apaisement　du
soir》，《Des　voix．．．　plus　solennelles》ないしは，《Une　fum6e　imposante，　on　ne　sais　d’o込venue》
などの表現は，この老人の死を一種に《幸福な死》としているといえるだろう。しかしながら，
この《幸福な死》は，老人にとっては，無意識的なもの，あるいは，《老い》により強いられたも
のである。そのうえ，この老人は，それを感じることはできない。すでに死んでしまっている彼
には，それは無関係でしかないのである。この老人のような場合を，無意識的な，あるいは，強
いられた《d6nuement》ということができよう。彼の死の場面がまさに《ironique》であるのは，
自分の達成した《幸福な死》を知ることなく，孤独のただなかで死んでいくからである。しかし
もし意識的な《d6nuement》が可能ならば，《幸福な死》そのものが可能ではなかろうか。すでに
この点に，カミュがその後たどる道筋が暗示されているということができよう。すなわち，この
老人の運命のもつ皮肉さを，意識的な《d6nuement》を達成することによって，解消することで
ある。かくして，彼は《幸福な死》自体を達成しようどするのである5）。この試みは，葡06sにお
いて，より明確な姿を現わしている。それは，死の確実性から目を背けさせるようなあらゆる慰
めを拒否することにほかならない。
Peu　de　gens　comprennent　qu’il　y　a　un　refus　qui　n’a　rien　de　commun　avec　le　renoncement．
Que　signifient　ici　les　mots　d’avenir，　de　mieux・etre，　de　situationP　Que　signi五e　le　progres
du　c（加rP　Si　je　refuse　obstin6ment　tous　les《plus　tard》du　monde，　c’est　qu’il　s’agit　aussi
bien　de　ne　pas　renoncer　a　ma　richesse　pr6sente．6）
カミュは，ここで死自体を拒否しているわけではない。未来を当てにするような考え方を拒否
しているのである。なぜなら彼にとっては，死は疑いようのない真実だからである。
Ce　qui　m’6tonne　toujours，　alors　que　nous　sommes　si　prompts　a　rafnner　sur　d’autres　sujets，
c’est　la　pauvret6　de　nos　id6es　sur　la　mort．［＿］Mais　cela　prouve　aussi　que　tout　ce　qui
est　simple　nous　d6passe．　Qu’est－ce　que　le　bleu　et　que　penser　du　bleuP　C’est　la　mδme
di伍cult6　pour　la　mort．　De　la　mort　et　des　couleurs，　nous　ne　savons　pas　discuter．7｝
このような死の絶対的な事実性ゆえに，カミュにとって，《彼岸》や《将来》に関することは幻想
に過ぎないものとなる。それゆえ，カミュは，未来や永遠に頼ろうとする考え方を批判するので
ある。そして，その批判は，病気に対しても向けられる。
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［．．．］　Dj6mila，　inhumain　dans　la　chute　du　soleil，　devant　cette　mort　de　l’espoir　et　des
couleurs．　J’6tais　sOr　qu’arriv6s　a　la丘n　d’une　vie，1es　hommes　dignes　de　ce　nom　doivent
retrouver　ce　tδte・a－tδte，　renier　les　quelques　id6es　qui　furent　les　leurs　et　recouverer
rinnocence　et　la　v6rit6　qui　luisent　dans　le　regard　des　hommes　antiques　en　face　de　leur
destin．11s　regagnent　leur　jeunesse，　mais　en　6treignant　la　mort．　Rien　de　plus　m6prisable
acet　6gard　que　la　maladie．　Elle　y　pr6pare．　Elle　cr6e　un　apprentissage　dont　le　premier
stade　est　rattendrissement　sur　soi－mδme．　Elle　apppuie　dans　son　grand　effort　qui　est　de
se　d6rober　a　la　cettitude　de　mourir　entier．8）
彼岸や将来を当てにすることが，死の確実性をまともに考慮しないという意味において，偽隔で
あるとするならば，病気は，死を飼い慣らしてしまうという点で，カミュにとっては，やはり一
種の慰めでしかないのである。
以上のことからみて，意識的な《d6nuement》とは，死を全的に受け入れること，そしてそう
するために，あらゆる慰めや，幻想を拒否することであるといえよう。そして，この意識的な
《d6nuement》は，死に対する差向かい，《tete・a・tete》をもたらすのである。カミュは，』この《差
向かい》を人間の真正の条件と見なしているように思われる。このような《差向かい》は，八b6θs
の中で，様々な様相のもとで語られている。
Pour　moi，　devant　ce　monde，　je　ne　veux　pas　mentir　ni　qu’on　me　mente．　Je　veux　porter　ma
lucidit6　jusqu’au　bout　et　regarder　ma　fin　avec　toute　la　profusion　de　ma　jalousie　et　de　mon
horreur．　C’est　dans　la　mesure　oO　je　me　s6pare　du　monde　que　j’ai　peur　de　la　mort，　dans
la　mesure　o自je　m’attache　au　sort　des　hommes　qui　vivent，　au　lieu　de　contempler　le　ciel
qui　dure．　Cr6er　des　morts　conscientes，　c’est　diminuer　la　distance　qui　nous　s6pare　du
monde，　et　entrer　sans　joie　dans　l’accomplissement，　conscient　des　images　exaltantes　d’un
monde　a　jamais　perdu．9）
意識的な《d6nuement》は，このように，最終的には死の意識的な受容へとつながる。しかしな
がらそれは，《Je　veux　porter　ma　lucidit6　jusqu’au　bout》という言葉が示している通り，決して
諦めを意味してはいない。こうした形で死を受容しようとすることは，カミュにとっては，常に
ある精神状態の発見と同時的であり，それは，ほとんどいつも《topographique》な言葉で語られ
ているのである。その最も注目すべき例としては，《砂漠》の発見を挙げることができよう。
Devant　ces　paysages　dont　la　grandeur　serre　la　gorge，　chacune　de　ses　pens6e　est　une　rature
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sur　l’homme．［．．．］　Des　paysages　si　purs　sont　dess6chant　pour　l’ame　et　leur　beaut6
insupportable．　Dans　ces　6vangiles　de　pierres，　de　ciel，　et　d’eau，　il　est　dit　que　rien　ne
reSSUSCite．1）おoγ呪鵡醐，疫）η44θ064爵θ7’祝㎎η玩9π6απ60θ㍑7，　Ia　tentation　CommenCe
pour　les　hommes　de　ce　pays．10）
この《砂漠》の発見は，意識的な《d6nuement》の極限に位置しており，また，カミュにとって
の《幸福》の源泉とさえいえるのである。
C’est　sur　ce　balancement　qu’il　faudrait　s’arreter：singulier　instant　oO　la　spiritualit6
r6pudie　la　morale，　o鹿陀∂o肋6π7ηα動4θ1励s8η664セsρo〃，　om’esprit　trouve　sa　raison
dans　le　corps．11）
このような瞬間の存在，あるいは希望の不在から生れる《幸福》は，『シジフの神話』の最終章に
おけるシジフの幸福との関連性を示唆するのに充分である。これらのことからみて，『シジフの神
話』においても，《d6nuement》のテーマの検討をさらに推し進めることができるだろう。
第二章
『シジフの神話』は，形式的な面からみると，哲学的エッセーであり，文学的エッセーであるハ1∂oθs
とはあまり類縁性を見出すことは出来ない。しかしながら，第一章の最後の部分にみたように，
テーマの点では，幸福の問題などのように，両者のつながりを感じさせるものがある。我々は，
これらの共通のテーマを，《d6nuement》のテーマと結び付けることによって，『シジフの神話』
のもつ個人的真実の実現という一側面を明らかにするつもりである。
そのためには，まず，fシジフの神話』におけるカミュの不条理についての論証をたどらねばな
らない。
カミュは『シジフの神話』を自殺の問題から始めている。それだけでも，『シジフの神話』とハ1∂oθs
との類縁性を感じることができるだろう。なぜなら，自殺は一種の《意識的な死》他ならないか
らである12）。だが，『シジフの神話』の中心的な主題は，不条理である。各章のタイトルがそれを
示している13）。では，不条理性とはなんだろうか。カミュによる最初の定義は次のようである。
Un　monde　qu’on　peut　expliquer　meme　avec　de　mauvaises　raisons　est　un　monde　familier．
Mais　au　contraire，　dans〃η〃η勿θ鮒soπ吻初ρ吻64’〃πs加8ε∫4θ1〃漉2紹s，1’homme　se
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sent　un益tranger．　Cet　exil　est　sans　recours，　puisqu’il　est　1）γ勿64θs　80z4z／6ηゴzs　4’z4ηθρ認7ゴθ
ρ6ガπ60π461’6Sρoゴγ4’〃ηθ云〃紹ρ70痂s6．　Ce　divorce　entre　l’homme　et　sa　vie，1’acteur　et
son　d6cor，　c’est　proprement　le　sentiment　de　l’absurdit6．14）
不条理が何物かを剥奪された状態として定義されていることは，下線部が示すとおりである。
つまり不条理とは，世界からの断絶の感情とされているわけである。この定義からみて，不条理
の感情を，強いられた《d6nuement》とみなすことは可能であろう。しかし，カミュはすぐに，
《希望》を批判することを通して，意識的な《d6nuement》に移行する。彼は《希望》を偽隔と
するのである。
L’esquive　mortelle　qui　fait　Ie　troisi色me　thδme　de　cet　essai，　c’est　respoir．　Espoir　d’une
autre　vie　qu’il　faut《m6riter》，ou　tricherie　de　ceux　qui　vivent　non　pour　la　vie　elle－meme，
mais　pour　quelque　grande　id6e　qui　la　d6passe，　la　sublime，1ui　donne　un　sens　et　la　trahit．15）
ここでカミュのいう《希望》とは，結局，ハめ6θsなどで，かれが語っていた《幻想》と同様なもの
であるということができよう。そして，このような《希望》を拒絶することこそが，不条理な人
間の条件となるのである。これは，まさに意識的な《d6nuement》であるといってよかろう。こ
のような強いられた《d6nuement》から，意識的な《d6nuement》への移行は，『シジフの神話』
全体の大きな動きであるといってよい。
カミュは，《不条理な論証》を貫く態度を《d’δtre　logique　jusqu’au　bout》とし，この極限を《1ieux
d6serts　et　sans　eau》16）と呼んで，綿密に調べることが問題であるとする。そして，彼は，不条理
の感情の記述に専念するのである。彼は，不条理の感情の起源を見出すことから始める。
11arrive　que　les　d6cors　s’6coulent．　Lever，　tramway，　quatre　heures　de　bureau　ou　d’usine，
repas，　tramway，　quatre　heures　de　travai1，　repas，　sommeil　et　lundi　mardi　mercredi　jeudi
vendredi，　et　samedi　sur　le　mδme　rytheme，　cette　route　se　suit　ais6ment　la　plupart　du
temps．　Un　jour　seulement，1e　pourquoi　s’61δve　et　tout　commence　dans　cette　lassitude
teint6e　d’6tonnement．　《Commence》，ceci　est　important．16）
不条理の感情の起源は，このように，日常的な習慣の取るに足りない性格を意識することにあ
る。また，同じく未来に対する肉体的な拒否という経験からも由来している。カミュにとっては，
未来は，常に幻想でしかないのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、
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Nous　vivons　sur　l’avenir：《demain》，《plus　tard》，《quand　tu　auras　une　situation》，
《avec　1’age　tu　comprendras》．Ces　incons6quences　sont　admirables，　car　en丘n　il　s’agit　de
mourir．［＿］Demain，　il　souhaitait　demain，　quand　tout　lui－mδme　aurait　da　s’y　refuser．
Cette　r6volte　de　la　chair，　c’est　l’absurde．17）
カミュは，以上のほかに，不条理の感情の起源として，外界のもつ《分厚さ》に気づくことや，
人間自身の《非人間性》に気づくことを挙げているが，そのいずれもが，日常性に覆われていた
ある世界を発見することを意味している。そして，彼は最後に死のテーマにたどりつく。死の確
実さは，やはり不条理の感情をもたらすのである。
L’horeur　vient　en　r6alit6　du　c6t6　math6matique　de　1’6vさnement．　Si　le　temps　nous　effraie，
c’est　qu’il　fait　la　d6monstration，　la　solution　vient　derri乙re．　Tous　les　beaux　discours　sur
rame　vont　recevoir　ici，　au　moins　pour　un　temps，　une　preuve　par　neuf　de　leur　contraire．18｝
ここで，カミュの不死性に対する，というよりも，《tous　les　beaux　discours　sur　rame》に対す
る拒否をふたたび確認することができよう。
これらすべての例に共通しているのは，実際，《幻想》の剥奪である。従って，カミュは，これ
らの例を通して，強いられた《d6nuement》の様々な様相を描いているということができよう。
しかし彼は，このあと，強いられた《d6nuement》の描写から，意識的な《d6nuement》へと移
行していくのである。そのような移行は，彼が，精神の最初の働きを定義した一節にすでに現わ
れている。
Le　premiere　d6marche　de　Pesprit　est　de　distinguer　ce　qui　est　vrai　de　ce　qui　est　faux．19》
この定義の《distinguer　ce　qui　est　vrai　de　ce　qui　est　faux》の《vrai》を《r6el》に置き換え，
《faux》を《illusiore》に置き換えてみると，この定義自体を，意識的な《d6nuement》の現われ
であるように思われる。が，．カミュは，精神のこの働き自体の有効性をも，いったんは否定する。
究極的にまで，この働きを貫くことは不可能だとするのである2°）。しかしながら，カミュは，ここ
で，精神についての独特な定義を導入するのである。すなわち，精神は，論理の為の道具である
だけでなく，世界を《一体化》しようとする願望なのである。
Quels　que　soient　les　jeux　de　mots　et　les　acrobaties　de　la　logique，　comprendre　c’est　avant
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tout　unifier．　Le　d6sir　profond　de　Pesprit　mδme　dans　ces　d6marches　les　plus　6volu6es
rejoint　le　sentiment　inconscient　de　1’homme　devant　son　univers：il　est　exigence　de
familiarit6，　apP6tit　de　clart6．21》
精神は，このようにカミュにとっては，一体性に対する郷愁でしかない。そのうえこの郷愁は，
決して満たされることはないものなのである。が，カミュの理性批判は，絶対的なものではない。
なぜなら，人間は，《ce　moi　et　ce　monde》が，現象界に属しているかぎり，感、じることはでき
るからである。ただ，それちを要約し，定義しようとすることはできないのである。したがって，
人間にとって可能な態度は，結局，それらの描写に留まることである。しかし，カミュは，描写
することでは満足できないと主張する。
Je　puis　dessiner　un　a　un　tous　les　visages　qu’i1［ce　moi］sait　prendre，　tous　ceux　aussi　qu’on
1ui　a　donn6s，　cette　6ducation，　cette　origine，　cette　ardeur　ou　ces　silences，　cette　grandeur
ou　cette　bassesse．　Mais　on　n’additionne　pas　des　visages．　Ce　cceur　meme　qui　est　le　mien
me　restera　a　jamais　ind6丘nissable．　Entre　la　certitude　que　j’ai　de　mon　existence　et　le
contenu　que　j’essaie　de　donner　a　cette　assurance，1e　foss6　ne　sera　jamais　comb16．　Pour
tOUjOUrS，　le　Serai　6tranger　a　mOi・meme．22》
この部分と1物66sの中の人間と世界との関係について述べている一節との対比は際立っている。
Sentir　ses　liens　avec　une　terre，　son　amour　pour　quelques　hommes，　savoir　qu’il　est　toujours
un　lieu　o自le　c（£ur　trouvera　son　accord，　voici　d6ja　beaucoup　de　certitudes　pour　une　seule
vie　d’homme．231
ここでは，世界を感じることだけで，確実さを見出すのには充分なのである。この違いについて
は，A．　J．クレイトンは，肉体から精神への移行として，指摘している24）。実際，『シジフの神
話』において問題になっているのは，精神と世界との関係である。
Mais　ce　qui　est　absurde，　c’est　la　confrontation　de　cet　irrationnel　et　de　ce　d6sir　6perdu　de
clart6　dont　rappel　r6sonne　au　plus　profond　de　1’homme．　L’absurde　d6pend　autant　de
1’homme　que　du　monde．25》
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カミュは，ここでまた，真と偽とを区別することにたちもどるのであるが，今度は，不条理を真
とみなし，それに従うことを義務とするのである。そして，そのためにはすべてを犠牲にせねば
ならないと主張する。ここに，A．　J．クレイトンが指摘しているように26），カミュによる不条理
という概念自体の変質を見ることができる。つまり，最初は人間の置かれた状況を示すにすぎな
い概念であったのに，義務，あるいは方法上の規則に変ってしまったのである。この変化は，強
いられた《d6nuement》から，意識的，あるいは意志的な《d6nuement》への変化と見なすこと
ができよう。意識的な《d6nuement》が，我々の生の永続性というような，あらゆる《幻想》の
拒否であるということを思い起せば，それはデカルトの方法的懐疑に相当するものであるという
ことができよう。デカルトは方法的懐疑の結果，《コギトーエルゴースム》に到り，カミュは，不
条理に至ったのである。ところでカミュは，『シジフの神話』に巻頭においては，不条理とは出発
点でしかないと述べている。だがそれは，奇妙な出発点であるといえよう。というのも，それ自
身の上に留まることを強いる出発点だからである。ここから，不条理な《反復》が生じるのであ
る。実際，『シジフの神話』は反復の記述に満ちている。最終章におけるシジフが神々に罰として
課された，頂上に着いた途端に転がりおちる岩を繰り返し運びつづけるという無益な労働自体が，
このように不条理が絶対化されたことに由来すると考えることができる。このように絶対化され
た不条理は，カミュの論証に，反復以外にも幾つかの影響を与えずにはいない。その最たるもの
は，自殺を拒否する理由を与えたことである。いったん絶対的な要請として課されたからには，
不条理は，《une　conscience　perp6tuelle，　toujours　renouvel6e，　toujours　tendue26）》を要求する。
なぜなら不条理の本質をなすのは意識そのものだからである。
Et　qu’est－ce　qui　fait　le　fond　de　ce　conflit，　de　cette　fracture　entre　le　monde　et　mon
eSprit，　sinon　la　conSCience　que　j’en　aiP27）
もし人間が彼の意識を放棄したなら，不条理を破壊してしまう。したがって，自殺することは許
されないというわけである。
Vivre　une　exp6rience，　un　destin，　c’est　accepter　pleinement．　Or　ne　vivre　pas　ce　destin，　le
sachant　absurde，　si　o叫ne　fait　pas　tout　pour　maintenir　devant　soi　cet　absurde　mis　a　jour
par　la　conscience．　Nier　l’un　des　termes　de　1’oppoSition　dont　il　vit，　c’est　lui　6chapper．
Avolir　la　r6volte　consciente，　c’est　61uder　le　probl6me．28）
ここで，意識的反抗のテーマが現れる。反抗は，カミュによれば，あらゆる《幻想》の拒否で
あると同時に，避け得ない死を意識し続けることを意味している。この意味において，反抗は
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《d6nuement》の一形態であると言うことができよう。《d6nuement》は，ここで，不条理な人間
の生の在り方となるのである。
カミュは，次いで，不条理から不条理な自由の観念を引き出す。死を意識し続けることは，不
条理な人間に，《il　n’y　a　pas　de　lendemain．》ということを教える。そして，この認識自体が，
ハ励6sの中で，裸の状態が肉体的な自由を意味したように29），未来をあてにするというあらゆる幻
想から彼を解放し，行動の自由を返すというのである。カミュは，ここでもやはり，強いられた
《d6nuement》から，意志的な《d6nuement》へと移行しているといえよう。
論証の最後に，カミュは，量の倫理へとたどりつく。未来への無関心は，あらゆる価値を等価
値とする。しかしながら，カミュにとっては，《Que　tout　soit　privil6gi益revient　a　dire　que　tout
est　6quivalent．3°）》なのであり，この逆もまた彼にとっては真であるということは，明らかであ
る。彼はこの倫理を，時間に対してあてはめる。つまり，《あらゆる瞬間が，等価値であるという
ことは，あらゆる瞬間が，特権的であるということに帰着する》というわけである。この倫理は，
不条理な人間にとって，好都合だということができる。なぜなら，もしあらゆる瞬間が特権的な
ら，それを汲みつくすためには，意識は眠ってはならず，そのことは，不条理の要請に一致する
からである。そこから，カミュは，現在への忠実を，不条理に対する首尾一貫した態度のひとつ
とであると結論するのである。
ここにいたって，カミュの方法が理解される。彼は，意識的な《d6nuement》を，極限にまで，
推し進めようとするのである。だがそれは，《幻想》によって隠されてはいるけれど，確実なある
真実，すなわち不条理を出現させるためである。そしてその真実が，今度はそれ自身不条理な人
間の生のあり方を規定するのである。ここに，カミュ自身が『シジフの神話』のなかで批判して
いる，シェストフのやり方との類似をみることができる。
Le［rabsurde］constater，　c’est　l’accepter　et　tout　l’effort　logique　de　sa　pens6e［de　Chestov］
est　de　le　mettre　a　jour　pour　faire　jaillir　du　mδme　coup　l’espoir　immense　qu’il　entraine．31）
さらにカミュは，やはりシェストフと同じように，不条理自体の中に一見奇妙な幸福を見出さざ
るをえない。
On　ne　d6couvre　pas　rabsurde　sans　6tre　tent6　d6crire　quelque　manuel　du　bonheur．　《Eh！
quoi，　par　des　voies　si　6troites．．．P》　Mais　il　n’y　a　qu’un　monde．　Le　bonheur　et　rabsurde
sont　ins6parables．　L’erreur　serait　de　dire　que　le　bonheur　nait　de茎a　d6couverte　absurde．
11arrive　aussi　bien　que　le　sentiment　de　1’ab＄urdit6　naisse　du　bonheur．32）
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だが一方では，キルケゴールに関して，不条理がともなう苦痛を強調している。
Il　refuse　les　consolations，　la　morale，　les　principes　de　tout　repos．　Cette　6pine，　qu’il　se　sent
au　c（£ur，　il　n’a　garde　d’en　assoupir　la　douleur．33）
これは，一種の矛盾ではないだろうか。この幸福について，Pierre　Nguyen－Van－Huyは，ニヒリ
スティクで想像的なものでしかないとして批判している34）。
Certes，　le　r6volt6　nihiliste　peut　6prouver　une　certaine　joie　orgueiUeuse　dans　l’image　de
Satan，［＿］Mais　cette　joie　satanique　est　trompeuse：Satan　n’est　jamais　condamn6　a　la
joie，　mais　a　la　souffrance．　D’ailleurs　cette　force　satanique　de　refus　et　de　d6fi　d6passe
d6mesur6ment　la　force　humaine．［．．．］C’est　peut・etre　pour　cela　que　l’auteur［Camus］a
voulu　nous　montrer　le　champion　de　la　r6volte　n6gative　dans　un　personnage　mythique　et
non　dans　un　personnage　humain．　Quoi　qu’il　en　dise，　il　ne　peut　cependant　pas　nous　cacher
1’amertume　de　son　h6ros．［．．．］Comment　peut・on　etre　heureux　dans　l’enfer　et　conscient
de　la　propre　inutilit6　de　ses　efforts　pour　en　sortirP　Le　bonheur　de　Sisyphe　n’est　donc　qu’un
bonheur　imaginaire　comme　l’auteur　nous　l’a　dit．
確かに，『シジフの神話』に不条理の英雄たちの神格化を見出すことや，シジフの幸福を想像的な
ものとみなすことは，誤りとはいえない。しかし，Pierre　Nguyen－Van・Huyは，カミュが不条理
に与えた変化を無視してしまっている。カミュは，不条理を生への忠実さへと変えてしまってい
るのである。それにPierre　Nguyen－Van－Huyは，シジフの幸福を，あまりにも一般的な見方で
のみ，判断しているように思われる。だが，とりわけ文学の領域においては，個人的な真実もま
た存在する。そのような真実をも，一般的な見方でのみ判断するのは，危険だと思われる。実は，
『シジフの神話』は，その極限にいたろうとする情熱や，不条理な人間の神格化からみても，純
粋に哲学的エッセーであるというよりも，むしろ，かなり個人的なエッセーであると考えたほう
がよい35）。この点で，《Le　D6sert》の最後の部分は，示唆に富んでいる。
On　comprend　rarement　que　ce　n’est　jamais　par　d奄sespoir　qu’un　homme　abandonne　ce　qui
faisait　sa　vie．　Les　coups　de　tete　et　les　d6sespoirs　m6nent　vers　d’autres　vies　et　marquent
seulement　un　attachement　fr6missant　aux　legons　de　la　terre．　Mais　il　peut　arriver　qu’δ
〃η06吻勿4¢g葱461π6翅彪，un　homme　se　sente　le　cceur　ferm6　et，　sans　r6volte　ni
revendication，　tourne　le　dos　a　ce　qu’il　prenait　jusqu’ici　pour　sa　vie，　je　veux　dire　son
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agitation。［＿］∂〃麗c6吻ゴη6ρo勿ホ召4θ勉ooηsoゴεη66，0n　finit　par　admettre　ce　que　nous
nous　efforgons　tous　de　ne　pas　comprendre，　selon　notre　vocation．　On　sent　bien　qu’il　s’agit
ici　d’entreprendre勉g60g吻痂θ4’襯66吻勿4禽〃∫．　Mais　ce　d6sert　singulier　n’est　sensible
qu’a　ceux　capables　d’y　vivre　sans　jamais　tromper　leur　soif．　C’est　alors，　et　alors　seule・
ment，　qu’il　se　peuple　des　eaux　vives　du　bonheur．36）
《aun　degr6　de　lucidite．．．》《a　une　certaine　pointe　de　la　conscience＿》といった表現は，カミ
ユの，意識の極限を目指そうとする態度を示している。また，《g60graphie》という語も，『シジ
フの神話』以前に，カミュの方法的意志を既に表していると言えよう。だが，最も重要なのは，
最後の部分での《幸福》の出現である。この《幸福》と『シジフの神話』の最終章におけるシジ
フの《幸福》との関係は，以下で述べるように，表面的なものではない。まず《ce　que　nous　nous
efforgons　tous　de　ne　pas　comprendre，　selon　notre　vocation》という部分が，意識の極限に現れ
るということに注意すべきだろう。これは，不条理がやはり論理的思考の極限に現れてくるとい
うことと，まさに符合する。そしてカミュは，そのような意識の極限を《砂漠》と呼ぶのだが，
しかし，それは特権的な人々によってしか発見されないと主張するのである。なぜなら，その《砂
漠》で生きられるひとにしか，《砂漠》は感じられないかちである。これもまた，不条理の英雄が
神格化されることと符合しているといってよいだろう。だが，もし，ある人間が，そこで生きる
ことができたならば，《砂漠》自体が姿を変えるのである。このこともまた『シジフの神話』の最
後の部分と，見事に照応しているといえる。
Cet　unvers　d6sormais　sans　maitre　ne　lui　parait　ni　st6rile　ni　futile．　C加c襯46s　g瓶ηs　46
6θ’陀ρゴ〃惣，6加9πθ66娩忽6勉1460θ鉱6吻0η㎏ηθμθ勿646η〃髭，alui　seul，カγ窺6観
勉0％46．37）
しかし，こういった《幸福》のいったいどこに論理があるのだろうか。実際，ほとんど論理は存
在しない。しかしながら，個的な真実は存在しているといえよう。では，いったいどこから，こ
のような《幸福》の啓示は，由来するのだろうか。おそらく『裏と表』のなかで，カミュと彼の
母親がふたりきりだった夜の経験か38），あるいは，ブランショが指摘しているように39》，彼らの関
係自体にまでさかのぼることができるだろう。しかし，やはりハめ68sのなかに，特に《Noces　a
Tipasa》のなかに，この《幸福》の由来を見出すことができる。
《Noces　a　Tipasa》において，カミュは，繰り返し肉体的な歓びについて語っており，肉体的
な歓びは，それだけで人間の生を支えるのに充分であると断言している4°｝。
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J’avais　au　c（£ur　une　joie　6trange，　celle・1a　meme　qui　nait　d’une　conscience　tranquille．11
yaun　sentiment　que　connaissent　les　acteurs　lorsqu’ils　ont　conscience　d’avoir　bien　rempli
1eur　r61e，　c’est・a－dire，　au　sens　le　plus　pr6cis，　d’avoir　fait　coincider　leurs　gestes　et　ceux　du
personnage　id6al　qu’ils　incarnent，　d’etre　entr6s　en　quelque　sorte　dans　un　dessin　fait　a
1’avance　et　qu’ils　ont　d’un　coup　fait　vivre　et　battre　avec　Ieur　propre　cceur．　C’6tait
pr6cis6ment　cela　que　je　ressentais［．．．］『1）
しかし，ここで語り手が感じている歓びは，肉体的であると同時に，《m6taphysique》なものであ
る。なぜならその歓びは，《1’accomplissement　6mu　d’une　condition　qui，　en　certaines　circonstan一
ces，　nous　fait　un　devoir　d’6tre　heureux42）》であり，また，カミュがここでは限定していない条
件が《1a　condition　d’homme》ということができるからである。
Tout　a　1’heure，　quand　je　me　jetterai　dans　les　absinthes　pour　me　faire　entrer　leur　parfum
dans　le　cqrps，　j’aurai　conscienc6，　contre　tous　les　pr6jug6s，　d’accmplir　une　v6rit6　qui　est
celle　du　soleil，　et　sera　aussi　celle　de　ma　mort．　Dans　un　sens，　c’est　bien　ma　vie　que　je　joue
ici，　une　vie　a　goOt　de　pierre　chaude，　pleine　des　soupirs　de　la　mer　et　des　cigales　qui
commencent　a　chanter　maintenant．［．．．］J’aime　cette　vie　avec　abandon　et　veux　en　parler
avec　libert6：elle　me　donne　l’orgueil　de吻αωη疏ゴoη4物o吻耀．43》
《［．．．］J’aurai　conscience，　contre　tous　les　pr6jug6s，　d’accomplir　une　v6rit6〔．．．］》や《C’est　a
conqu6rir　cela　qu’il　me　faut　appliquer　ma　force　et　mes　ressources44）》や《Je　ne　revets　aucun
masque：il　me　su伍t　d’apprendre　patiemment　la　difhcile　science　de　vivre［．．．］45》》などの表現
はすべて，《d6nuement》の末に，《la　condition　d’homme》を認識した《幸福》なシジフを，す
でに表しているということができる。このようにカミュにおいては，《幸福》とは，決して単純な
歓びではなく，《difncile　science》なのであり，《苦行》にさえ変りうるものなのである。
Aport6e　de　ma　main，　au　lardin　Boboli，　pendaient　d’6normes　Kakis　dor6s　dont　la　chair
6clat6e　laissait　passer　un　sirop　6pais．　De　cette　colline　l696re　a　ces　fruits　juteux，　de　la
fraternit6　secrδte　qui　m’accordait　au　monde　a　la　faim　qui　me　poussait　vers　la　chair
orang6e　au・dessus　de　ma　main，　je　saisissais　le　balancement　qui　m6ne　certains　hommes　de
1’asc6se註la　jouissance　et　du　d6pouillement　a　la　profusion　dans　la　volupt6》46）
明らかにこれと同じ理由で，カミュは，『シジフの神話』で，ドン・ジュアンに関して，歓びと苦
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行を同一視している。
［．．．］cela［r6cit　de　sa　vie　qui　le　fait　s’ensevelir，　pour　terminer，　dans　un　couvent］figure
plut6t　le　logique　aboutissement　d’une　vie　tout　entiδrement　p6n6tr6e　d’absurde，　Ie　farou一
che　d6nuement　d’une　existence　tournるvers　des　joies　sans　lendemain．　La　jouissance
s’ach6ve　ici　en　asc乙se．11　faut　comprendre　qu’elles　peuventδtre　comme　les　deux　visages
d’un　meme　d6nuement．47）
ここにいたって，ハ耽6sの重要性を再認識できる。1＞b66sにおいて，カミュは，すでに彼の真実を
掴んでいる。この点かちみると，『シジフの神話』は，彼の個人的な真実の実現と考えられる。し
かし『シジフの神話』は，《不条理》という言葉で，まだ正確には限定されていなかった考えを明
確にしたのである。事実，ハboθsにおいては《une　certaine　pointe＿》などの非限定的な表現や，
比喩的な表現が多く，カミュが，その時期にはまだ，自らの考えを正確に表現することにいくら
かの困難を感じていたことを示している。また，『シジフの神話』は，彼の《方法序説》にあたる
ものでもある。彼のあらゆる幻想の拒否は，デカルトの方法的懐疑に比較しうるし，また，あら
ゆる価値の等価性は，《table　rase》と見なすことができよう。
しかし，シジフの幸福は，その哲学的な枠をはみ出してしまう。そして，そのこと自体が，『シ
ジフの神話』の二重の性格を決定しているのである。その二重の性格とは，すなわち，《1a　g60gra・
phie　d’un　certain　d6sert》と《quelque　manuel　du　bonheur》のふたつなのである。
終りに
カミュにとって《d6nuement》とは，彼が生れ育った環境や，彼を青年時代に襲った病により
強いられたものであったにちがいない。しかし，彼は，文学活動の開始とともに，《d6nuement》
自体に積極的な意味を与えるようになる。そして，彼の《幸福》の源泉さえも，そこに見出すこ
とができるのである。こうした点からみて，『シジフの神話』は，カミュの《d6nuement》への執
着の結果ということができよう48｝。　　　　　　　　　　　　　　’
注
1）　本論文で使用したカミュのテクストは，次の二つであるが，特に指定しない限り，引用は，すべて
前者からのものとする。また，引用中における下線はすべて筆者によるものである。
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23）　　《L’Et6　a　Alger》　p．75．
24）　Autrefois，　en　un　temps　o血Camus　refusait　de　parier　sur　l’esprit，　le　moi　et　le　monde
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35）　Je［Camus］travaille　a　mon　essai　sur　l’Absurde．　J’ai　renonc6　a　en　faire　une　thさse．　Ce　sera　un
travail　personne1．　（Co77殉）oη吻7z6θノ11∂67∫　αz〃z％sヲセα〃　Gπヲ〃ゴ67，　in　（Ez602「6s　60〃ゆの彪s　4γL　1∂θ7’
αz〃z粥，P．191．）
36）　　《Le　D6sert》　p．88．
37）　　L6ノレ〔y〃診ε鹿Sまs助ウ乃6，　p．198．
38）　Ce　n’est　que　plus　tard　qu’i16prouva　combien　ils　avaient　6t6　seuls　en　cette　nuit．　S6嬬ωη漉
∫o鋸．L6s　《autres》　407徽zゴθη4∂1’乃θ勿7θs　o露60κs　46礁紹Sρゴπzゴ6班勉ガ勿γ6．　Dans　cette　vieille
maison，　tout　semblait　creux　alors．　Les　tramways　de　minuit　drainaient　en　s’610ignant　toute
Pesp6rence　qui　nous　vient　des　hommes，　toutes　les　certitudes　que　nous　donne　le　bruit　des　villes，11
ne　restait　plus　qu’un　grand　lardin　de　silence　oO　croissaient　parfois　les　g6missements　apeur6s　de
1a　malade．（《Entre　Oui　et　Non》p．27）
カミュは，ここで，日常的な世界から切り離された世界を，描いているのだが，そのような世界にあ
っても，彼と，かれの母親との間には，《un　accord》が存在していると思われる。それは，下線部の
ような表現に現れている。
39）　M．Blanchot，《Le　d6tour　vers　la　simplicit6》（Fragments），　in　Lθs　6η物π6s　42〃o擁彪吻s　6’
αz〃3πs，pp．104～110，とりわけ，　pp．109～110を参照。
40）　プレイヤッド版のヴァリアントを参照すると，カミュは，次のような比較を行っている。
C’est　pr6cis6ment　cela［1e　sentiment　que　connaissent　les　acteurs］que　je　sentais：j’avais　bien　jou6
mon　rδ1e．　L’acteur　qui　aime　son　m6tier　se　suf巨t　de　cette　certitude　et　les　critiques　les　plus
610gieuses　ne　lui　apPortent　rien　de　plus．　（P．1348）
もし，この部分において，《mon　dest三n》を《mon　rδ1e》に，《rhomme》を《1’acteur》に，《sa　vie》
を《son　m6tier》にそれぞれ，置き換えたならば，肉体的な歓びは，人間の生を導くことができる価
値でありえるということになる。さらに，この価値は，カミュにとっては，人生に価値を与えるほか
のどんな価値のシステムにも依存しない，絶対的なものであるということになる。
41）　　《Noces　a　Tipasa》　p．60．
42）　　1∂ゴ4．，p．60．
43）　　1わ∫4．，p．58．
44）　　乃ゴ4．，p，58．
45）　　1乃ゴ4．，p．58．
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46）　　《Le　D6sert》　p．88．
47）　　Lθル勿’ぬθ4θS鋤ウゐ¢，p．157．
48）　カミュの晩年においても《d6nuement》のテーマは存在するが，その性格は変ってしまう。晩年に
おいては《d6nuement》は，回顧的な形を取るのである。つまり，源泉としての貧困に回帰すること
によって，自己を回復しようとする動きとして現れるのである。それこそが『裏と表』の再版への序
文の持つ意味に他ならない。
Le　plus　grand　des　luxes　n’a　jamais　cess6　de　coincider　pour　moi　avec　un　certain　d6nuement，
J’aime　la　maison　nue　des　Arabes　ou　des　Espagnols．（P．7）
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